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ディプロマポリシー

科目ごとの目標 科目区分

●保育領域・教科に関する専門的知識を修得し、保育職・教職の役割と責任について理解している。（知識・理解）

●子どもの発達に応じた保育・授業の構成や環境・教材・教具の工夫ができる。（技能）
●個に応じた支援・指導を遂行することができる。（技能）

●保育現場・学校現場で生じている課題やニーズに対して適切な対応方法を考え、説明することができる。（思考・判断・表現）
●自己の保育・教育実践を省察し、自己の学習課題を明確化し実践と理論を結びつけながら自らの実践の向上をめざすことができる。子どもを尊重する態度と保育職・教職に対する使命感と責任感をもって適切な行動ができる。（関心・意欲・態度）

保育実習Ⅲ（事前事後指導）

保育実習Ⅲ（施設）

3年次1年次

子どもと環境

音楽基礎

体育基礎

保育の表現技術

子どもの生活と遊び（言葉）

子どもの生活と遊び（表現）

発達心理学Ⅰ

発達障害心理学

子どもの保健Ⅲ（演習）

児童文学論

子どもの生活と遊び（健康）

社会科教育

文化や生活・発達ニーズ
の異なる人々の多様性
を認め合う人間観を養
い、子ども・家庭・地域が
「共に育つ・育てる・育ち
合う」社会のあり方と教
育・保育の方法を学ぶ。

福祉と共生

児童家庭福祉Ⅰ

現代社会福祉論

幼児教育・保育と小学校
教育の基本理念、目標、
方法を学ぶ。時代の変
化とともに多様化する子
どもの教育・保育ニーズ
を見通し、子どもの発達
に応じた教育・保育者の
かかわり方、環境設定に
ついての専門的知識と
実践力を身につける。

教育と保育

生涯発達を見通して、乳
幼児期および児童期の
発達の「しくみ」や「みち
すじ」を、子どもの遊びや
表現活動などの具体的
な事象とともに学ぶ。ま
た、子ども・家族への発
達相談や子育て支援の
方法を体系的に学び、発
達臨床技法を身につけ
た実践者をめざす。

保育原理

生活科教育

教育原理

教育心理学

家族心理学

卒業研究

保育実習Ⅱ（事前事後指導）

子どもの食と栄養

児童学基礎演習 保育・教育インターンシップ

造形基礎 造形表現

体育応用

児童家庭福祉Ⅱ

保育実習Ⅰ（保育所）

幼稚園教育実習Ⅰ

保育・子育て支援実践演習Ⅰ 保育・子育て支援実践演習Ⅱ

保育実習Ⅰ（施設）

保育実習Ⅰ（事前事後指導）

保育実習Ⅱ（保育所）

行動科学基礎実験Ⅱ

保育・教職実践演習（初等）課題ゼミナール

4年次

幼稚園教育実習Ⅱ

教育実習（事前事後指導）

小学校教育実習

社会的養護 社会的養護内容

家庭支援論

子育て支援論

子どもと多文化共生

相談援助

教育方法論

2年次

乳児保育

保育・教育課程論

保育内容総論

児童理解の方法

音楽表現

子どもの保健Ⅰ

子どもの保健Ⅱ

教育制度論

心理学研究法

発達支援演習

教育相談の理論と方法

行動科学基礎実験Ⅰ

初等教科教育法（家庭）

初等教科教育法（図画工作）

初等教科教育法（音楽）

外国語表現（英語）

子どもと人間関係

算数科教育

国語科教育

理科教育

家庭科教育

初等教科教育法（社会）

生徒・進路指導の理論と方法

発達心理学Ⅱ

障害児保育

行動科学研究法

発達臨床学

発達支援論

教職論

初等教科教育法（国語）

初等教科教育法（算数）

初等教科教育法（生活）

初等教科教育法（理科）

初等教科教育法（体育）

道徳の指導法

特別活動の指導法

“児童学基礎演習”“教
育・保育実習”“保育・教
育インターンシップ”“保
育・教職実践演習（初

等）”など、1年次から4年
次までそれぞれの学び
の段階で体験的学習が
できる科目を設け、現場
体験を通して、教育、保
育の実践力を育む。これ
らの科目では、学生自ら
が学ぶ姿勢や課題を分
析・検討する力を養うとと
もに、少人数でのグルー
プ討論、発表を通してプ
レゼンテーション能力や
コミュニケーション能力も

身につける。

フィールドワーク

発達と臨床

子どもの生活の幅広い
具体的な活動から、子ど
もをとりまく「自己」と「人」
と「もの」とのかかわりを
理論的に学び、生活に
組み込まれている遊び、
食生活、健康、表現、文
化の本質にせまる。

生活と文化


